
 

 

 

 

 

 

 

第 40 回 小樽市立望洋台小学校卒業式 校長式辞より（一部抜粋） 

校長 及 川 年 彦  

 卒業生に贈った人生で大切にしてほしいとこを在校生にも贈ります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終わりに、私ごとで恐縮ですが、この度の人事で小樽市立長橋小学校勤務を命ぜられました。至ら

ない点も多々あったとは存じますが、保護者、地域の皆様に支えられ、開校 40 周年という記念すべき

事業も経験させていただき、充実した 2年間を過ごすことができました。たいへんお世話になり、本当

にありがとうございました。次年度からＣＳが始まります。地域とともに歩む望洋台小学校の益々の

ご発展をお祈りしております。 

(通算 566 号) 
R6.3.22 №15 

＜学校の教育目標＞ 

○自ら考え 工夫する子  ○思いやりのある 優しい子 

○進んで行動し やりぬく子 ○明るく 健康な子 ○協力し 働く子 

望洋台小だより 
学校 HP 

本日、卒業を迎えた 53名の皆さん、卒業おめでとうございます。皆さんに先程手渡した卒業証

書には、「小学校の課程を卒業した事を証する」と書かれています。たった二行の文章ですが、こ

の 6年間の皆さんのがんばりが詰まっています。文字や数字、歴史や科学、そして何よりも、友

達との絆や、困難に立ち向かう勇気を学んだことでしょう。 

もう一つ、たった二行の文章に詰まっているものがあります。何か分かりますか？  

それは、皆さんの家族、また、先生方や地域の人たちの願いや努力、そして苦労が詰まっていま

す。今日迎えた「卒業」は皆さんだけのものではありません。これまで皆さんに関わってきた数多

くの人たちや在校生みんなの分まで感謝の気持ちと思い出をたくさん詰め込んで、新たな一歩を歩

み出してほしいと思います。 

 

さて、開校４０周年という記念すべき節目の年に、卒業の日を迎える皆さんへ、私から、これか

らの人生で大切にしてほしいことを一つ伝えたいと思います。それは、「自分で考え、判断し、行

動できる人になってほしい」ということです。これは、記念式典の時にも話したことです。 

例えば、家で勉強するとき、どんな方法で、どれくらいの時間をかけて勉強するのか、部活動の

練習をどれくらいハードにするのか、傷ついている友達を見て、どのように接すればいいか、夢を

かなえるためにどの高校に進学したらよいかなど、これから先、皆さんは様々な場面で判断し、行

動することになるでしょう。 

その時に、「友達に言われたから」「親に勧められたから」と「自分以外の人」を軸にして判断し

ないでください。それは、うまくいかなかったときに 人のせいにしたり、言い訳をしたりするこ

とになるからです。いくら人のせいにしても、言い訳をしても、その結果は、結局自分自身の人生

に影響するのです。 

だからこそ、常に「自分はどうしたいのか」「自分がどうなりたいのか」と「自分」を軸にして

考え、判断し、行動することが大切なのです。正しく判断することは、とても難しいことです。更

に、判断したことを行動に移し、よい結果を得ることはもっと難しいと思います。失敗も数多く経

験するかもしれません。本当に困ったときには、周りの人を頼って、一緒に考えてもらってくださ

い。 

それでも最後に自分で決めたことなら、例え失敗したとしても、何がいけなかったのかを反省

し、もう一度切り替えて、再び前に進むことができるはずです。 

みなさんの人生は、誰のものでもない、自分だけの人生です。理想の自分に近づくために、どん

な判断をくだせば良いのか、ぶれることなくしっかり考えられる、そんな人になってほしいと思い

ます。 
 

それでは、卒業生の皆さん、いよいよお別れです。皆さん一人一人が「未来に向かって たくま

しく伸びる 望洋台の子」として、豊かで幸せな人生を送ることを願い、式辞とします。 



一町田 香利 教諭  ～塩谷小学校教諭へ～ 

望洋台小学校に着任してあっという間の６年間でし

た。望洋台のお子さんたちと毎日一喜一憂しながら、

楽しく過ごすことができました。保護者の皆様には、

学級活動や PTA 活動でもご協力いただき、感謝して

おります。新天地でも望洋台の思い出を胸に頑張りま

す。ありがとうございました。 

中島 さと子 教諭 ～ご退職～ 

この度、定年にはまだまだ（？）早いのですが，この

度退職することにいたしました。望小では、通算８年間

お世話になりました。教室から見える毛無山や夕方にな

っても子どもたちの元気な声が聞こえるグラウンドが大

好きでした。楽しかった望洋台小学校，ありがとう！み

なさんもお元気でいてください！！ 

 

 

瀬賀 大介 教諭 ～幸小学校教頭へ～ 

５年間お世話になりました。元気な子どもたち、温

かく協力的な保護者・地域の皆様、熱心な先生方に支

えられ、充実した日々を送ることができました。相手

意識をもち、真面目に取り組む望小の子たちが大好き

でした。今後も、子どもたちが、ますます逞しく立派

に成長していくことを心より願っております。ありが

とうございました。 

 

田代 和花子 教諭 ～ご離職～ 

 望洋台小学校に来て、４年間が過ぎました。特別支

援学級の担任として過ごしながら、全校の子どもたち

とかかわらせていただきました。気さくに挨拶をして

くれる子どもたちが大好きでした。長い教員生活にピ

リオドを打ちます。お世話になりました。ありがとう

ございました。 

宮川 慶太 教諭  ～長橋小学校主幹教諭へ～ 

４年間大変お世話になりました。母校である望洋台

小学校での勤務は毎日楽しく感じました。そして後輩

にあたる素直な子どもたちと一緒に過ごせたことは、

教員人生の中で一生忘れられないものになりました。

これからの子どもたちの一層の活躍と成長を願ってお

ります。ありがとうございました。 

 

小笠原 琢朗 教諭 ～ご退職～ 

この度は、10ヶ月という短い期間でしたが、非常に

多くのことを学ばせていただきました。私にとって初め

ての経験ばかりでしたが、3年 1組の子どもたちとと

もにたくさん成長することができました。支えてくださ

った保護者の皆様、誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

～１年間ありがとうございました～ 
 今年度最後の「がらがらどん」の皆様による読

み聞かせが、１５日（金）にありました。 

子どもたちが目を輝か 

せて聞き入る姿が来年度 

も見られることを楽しみ 

にしております。 

 がらがらどんの皆様、 

１年間ありがとうござい 

ました。これからもどう 

ぞよろしくお願いします。 

・新年度の始業式・着任式・入学式は４月８日（月）です。 

・在校生の登校時刻は通常通り８：１０～８：２５、始業

式・着任式、入学式に参加した後、１１：３０頃下校予定

です。 

～離任する教職員からの挨拶～ 

～第 41回全道 PTA広報紙コンクール 

審査員特別賞受賞～ 

1２日（火）に全道 PTA広報紙コンクールの表彰式が 

北海道新聞社の主催で、札幌で行わ 

れました。広報紙「のぞみ」が、審 

査員特別賞（北海道新聞社賞）を受 

賞し、工藤 PTA会長が出席いたし 

ました。おめでとうございます。  

 
 

 



次年度に向けて 
 
１．授業時数の見直し 
 ・学校だより１１月号でお知らせしていますが、高学年の余時数（標準授業時数１０１５時間を上回 

る時数）を年間４０時間程度（今年度は７０時間程度ありました）とします。それに伴い、５時間 
授業や午前授業の日が増えるとともに、３学期以降の状況に応じて、余時数をカット（６時間授業 
の日を５時間授業にしたり、５時間授業の日を給食ありの４時間授業にしたり）する場合もありま 
す。 

 
２．ノートの一括購入 
 ・年度初めのみノートを一括購入します。新１年生は購入済みです。新２年生は国語・算数、新３年 

生以上は国語・算数・理科・社会を一括購入します。集金等については、４月始業式でお知らせし 
ます。なお、一括購入は年度初めのみとなりますのでご承知おきください。また、スマイルドリル 
（デジタルドリル）も引き続き購入します。金額は１２００円前後となりますが、こちらも新年度 
が始まってからお知らせします。 

 
３．運動会 
 ・要望が多かったリレーですが、次年度以降もリレーに限らず選抜での種目は行いません。なお、団 

体種目でのリレーについては、固定種目とせず、その時々の意義やねらいに基づいて行う場合もあ 
ります。  

・開閉会式時の子ども達の行進や整列の向きについては、保護者席側にし、保護者から子ども達の顔 
が見えるようにします。 

 
４．学習発表会となわとび集会の融合（学校行事の見直し） 
 ・学習の成果を発表する場として、学習発表会の時になわとびも全学年行います。それに伴い、なわ 

とび集会を単独では実施しません。 
 ・学習発表会では、なわとびの他にも各学年学習の成果を発表します。 
 
５．夏冬休みの宿題としての自由研究の廃止 
 ・「自分で学ぶ習慣を育むこと」をねらい１人１台端末を活用した宿題は継続しますが、宿題として一 

律に取り組む自由研究は廃止します。なお、子ども達が主体的に取り組むことを廃止する訳ではあ 
りません（本来の「自由」研究）。子ども達が主体的に取り組んだ自由研究については、教室前等に 
掲示したり展示したりする予定です。 

 
６．学級通信等のデータ配信 
 ・３学期に試行していましたが、次年度以降も紙配布を廃止し、データ配信とします。 
 
７．地域との合同防災訓練の実施 
 ・学校と地域が災害発生時にスムーズに連携できる体制を確立したり、学校と地域が防災の知識や意

識、行動の仕方を学び、防災力を高めたりできるよう、望洋台町会と連携して合同防災訓練を実施
します（９月２１日（土）の予定）。 

 
８．小中学校向け保護者連絡ツール「tetoru（テトル）」の導入 
 ・次年度、現在利用している安心安全メールから、市内小中学校全てで小中学校向け保護者連絡ツー 

ル「tetoru（テトル）」に移行します。理由は、業務の効率化を図るため本市の小中学校に導入され 
ている校務支援システム C4thと連動しているツールだからです。なお、４月以降に改めて登録の 
お知らせをする予定です。 

 
９．エアコンの設置 
 ・本市では、市内小中学校の普通教室（通常学級及び特別支援学級）全てにエアコンが設置されます。 

８月末日までに設置予定ですが、それに伴い授業中の工事や学校駐車場への工事車両の出入り等が 
ありますのでご承知おきください。学校としては、授業に支障を来さないよう時間割を工夫してい 
くとともに、子ども達の安全を徹底するよう業者に要望していきます。 

 
10．トイレの改修工事 
 ・長年要望してきた「トイレの洋式化」に向けた改修工事が行われる予定です。工程等については、 
  改めてお知らせいたします。 


